
 

 

横浜みどりアップ計画[2019-2023]５か年の 

実績報告について【情報提供】 
 

１ 事業の趣旨 

横浜みどりアップ計画につきましては、2009 年度から、横浜みどり税を財源の一部として活

用させていただきながら、緑の保全・創出に向けた様々な事業・取組を推進しています。 

また、2024年４月からは４期目となる新たな５か年計画[2024-2028]に取り組んでいます。 

このたび、2019年度から 2023年度までの５か年を振り返り、取組の成果をまとめたリーフレ

ットを作成しましたのでご報告いたします。 

 

２ お願いしたいこと 

【区連長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ 配布資料 

(１)  横浜みどりアップ計画[2019-2023]５か年の実績概要リーフレット 

(２)  ５か年[2019年度～2023年度]の区別実績 

(３)  「横浜みどり税」の説明チラシ 

 

 

 

【問合せ】 

□横浜みどりアップ計画の広報に関すること 

みどり環境局戦略企画課 TEL：671-2712  FAX：550-4093 

 

□横浜みどり税に関すること 

財政局税務課 TEL：671-2253  FAX：641-2775 

 

区連会 10 月定例会説明資料 
令 和 ６ 年 1 0 月 2 2 日 
み ど り 環 境 局 
戦 略 企 画 課 
財 政 局 税 務 課 



みどりに関するイベントへの出展や、「広報よこはま」
等への記事掲載、SNSなど様々な手法を用いて、幅広
い年齢層にみどりアップ計画の取組と成果を知ってい
ただけるよう広報を展開しました。

イベントでの広報 広報よこはま　令和６年３月号

緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次
世代に継承するため、2019年度からの５か年の事
業費434億円のうち、横浜みどり税を138億円充当
し、市内の樹林地の買取り・維持管理等をはじめと
した緑の保全・創出、育成に取り組みました。

横浜みどり税の課税方式
【個人】市民税の均等割に年間900円上乗せ

※所得が一定金額以下で市民税均等割が課税されない
方を除く

【法人】市民税の年間均等割額の9％相当額を上乗せ

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、公募
市民や学識経験者などから構成されている附
属機関です。横浜みどりアップ計画の取組の
検証や、現地調査を行い、評価・提案を報告
書にまとめたほか、広報誌「Yokohamaみ
どりアップAction」を９号発行しました。

詳しくはHPを
ご覧ください

計画の事業費と横浜みどり税（5か年の累計）
5か年（2019～2023年度）の事業費
（うち横浜みどり税）

横浜みどりアップ計画
市民推進会議の活動

令和６年10月発行　横浜市みどり環境局戦略企画課

「横浜みどりアップ計画」の広報について
みどり環境局戦略企画課　　　　　　　　　　　　 TEL 045-671-2712　FAX 045-550-4093

「横浜みどり税」について
【個人市民税】各区区役所税務課または財政局税務課 TEL 045-671-2253　FAX 045-641-2775
【法人市民税】財政局法人課税課 TEL 045-671-4481　FAX 045-210-0481

お問合せ

Yokohama 
みどりアップ 
Action

森を育む
85億円
62％

農を感じる
場をつくる
6億円
4％

緑や花を
つくる
47億円
34％ 合計

138億円

横浜
みどり税

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

296億円
国費、市債、一般財源等 横浜みどり税

138億円 434億円

計画の柱ごとの横浜みどり税活用額

※端数調整により、合計値は
一致しないことがあります

柱3 緑や花をつくる
　　 取組
・街なかに緑をつくる
・緑や花に親しむ

柱2 農を感じる場を
　　 つくる取組
・農景観をまもる
・農にふれあう（農体験）

柱1 森を育む取組
・森を残す（指定・買取り）
・森を育む（維持管理など）
・森を育む人材の育成（活動に
対する支援）

・森に親しむ（きっかけづくり）

実績報告書はHPを
ご覧ください。
区ごとの実績もご覧
いただけます。



良好な農景観を保全しています

緑と花の空間づくりを進めています

市内の水田面積の約９割を保全し、農地縁辺部の草刈りや植栽
等、周辺環境と調和した良好な農景観を維持・形成しました。

公共施設や保育園など、市民の身近な場所で実感できる緑を創
出・育成しました。

農とふれあう場や機会が増えています
気軽に農体験ができる収穫体験農園や、自分で考えた栽培プラ
ンで自由に野菜づくりを楽しむことができる認定市民菜園など、
市民ニーズに合わせた農園の開設を進めるとともに、市民が農
について学ぶイベントや講座を実施しました。

緑や花で街の賑わいづくりを創出しています
多くの市民が集まる都心部等の公共空間などで、緑や花により
街の魅力を向上させ、賑わいづくりを推進しました。

地産地消が拡大しています
市民が身近なところで地産地消を実感できるよう、直売所・
青空市等を支援しました。

市民や企業の皆さんと緑と花の取組を
全区で進めています
地域が主体となり、地域にふさわしい緑を創出する計画をつ
くり、実現していくための「地域緑のまちづくり」を推進しま
した。オープンガーデンなどの市民が緑や花に親しむ取組を各
区で推進しました。

計画の柱2

計画の柱3

柴シーサイド恵みの里直売所／金沢区

緑や花を身近に感じる各区の取組／
栄区

認定市民菜園／磯子区収穫体験農園／神奈川区

山下公園／中区横浜市児童遊園地／保土ケ谷区

土砂流出防止対策／都筑区水田の保全／青葉区

保育園での緑の創出／港北区横浜こども科学館／磯子区

みなとみらい農家朝市／西区

地域の花いっぱいにつながる取組／
港南区

▶ 水田保全面積  111.1ha 

▶ 公共施設・公有地での緑の創出  39か所 
▶ 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出  203か所 

▶ 様々なニーズに合わせた農園の開設  19.8ha 
▶ 横浜ふるさと村、恵みの里等で農体験教室などの実施  422回 

▶ 都心臨海部等の緑花による魅力ある空間づくりと
　 維持管理  71か所 

▶ 直売所・青空市等の支援  262件 

▶ 地域緑のまちづくり  23地区 
▶ 緑や花を身近に感じる各区の取組  18区で推進 

5 か年の実績　概要（2019～2023年度の実績）

樹林地の保全が進んでいます
５か年で176.9ha、計画開始以降15年間で新たに1,082.5haの樹林地を緑
地保全制度により指定しました。計画開始前は40年間で861.9ha指定して
おり、3倍以上のスピードで保全が進みました。

みどりアップ計画以前
（1969～2008年度）

40年間861.9ha

これまでのみどりアップ計画
（2009～2018年度）

10年間905.6ha

2019～2023年度
176.9ha

1,082.5ha

計画の柱1

下瀬谷特別緑地保全地区／瀬谷区▶ 緑地保全制度による新規指定  176.9ha 
▶ 市による買取り  75.6ha 

名瀬・上矢部市民の森／戸塚区
2022年３月28日開園
コナラなどの広葉樹林からなる雑木
林で、山裾沿いには竹林がみられ、
昔ながらの里山の自然景観を楽しむ
ことができます。

長津田宿市民の森／緑区
2020年4月1日開園
クヌギやコナラを主とした広葉樹林
が残り、コゲラやエナガ、シジュウカ
ラなどの様々な鳥が生息しています。

市沢市民の森／旭区
2021年4月1日開園
緑陰や水辺の風景を楽しみながら散
策ができるほか、ホタルや鳥類など
を観察することができます。

「横浜みどりアップ計画［2019‐2023］」
計画期間に開園した4か所の市民の森

森に親しむための機会が広がっています
森に親しむことができるように、市民の森などを整備したほか、
ガイドマップの作成や子ども向けのイベントを開催しました。

樹林地の維持管理や安全の確保を
市民協働で進めています
樹林地を良好かつ安全に維持管理するとともに、樹林地所有者
に対しての維持管理費用の助成を行いました。

森の中のプレイパーク
南図書館／南区

樹林地所有者に対する維持管理支援     
作業前後／旭区

間伐材を活用したクラフト教室／
鶴見区

保全管理計画や森づくりガイドラ
インを活用した維持管理／泉区

▶ 保全した樹林地の整備  381か所 
▶ 市内大学や関係団体と連携したイベント、
   区主催による森でのイベント  382回 

▶ 森の維持管理  樹林地811か所、公園196か所 
▶ 維持管理の助成  688件 

～計画開始以降16か所の市民の森が開園～
横浜市では1971年に全国に先駆けて、緑地を保存しなが
ら、その緑地を散策や憩いの場として公開する「市民の森」
制度を創設しました。「市民の森」は計画開始前の27か所か
ら16か所増え、現在43か所を公開しています。

～ボランティアの皆さんによる良好な森づくり～
市民の森では、愛護会や森づくり活動団体など、ボランティ
アの皆さんが、草刈り、間伐、生きもの調査や環境教育といっ
た「森づくり活動」を行っています。

池辺市民の森／都筑区

今井・境木市民の森／保土ケ谷区
2022年4月1日開園
クヌギやコナラなどの広葉樹林と、
スギやヒノキなどの針葉樹林が広がり、
尾根道を歩くことで四季折々の緑の
風景を楽しむことができます。

市 民 の 森







５ 各区の実績 

港北区 

 
横浜みどりアップ計画 ５か年（2019～2023年度）の事業・取組の評価・検証 ５-87 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

港北区 

緑地保全制度による新規指定  5.62ha 

水田の保全  1.06ha 

地域緑のまちづくり（新規）  2 地区 

主な実績 

     は取組８を面的に実施したことを示す 

 は取組 22を面的に実施したことを示す 
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５ 各区の実績 

  港北区 

 
横浜みどりアップ計画 ５か年（2019～2023年度）の事業・取組の評価・検証 ５-88 

計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

 

   緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

○緑地保全制度による新規指定 5.62ha 

・特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区 

 2020年度 0.6ha 大倉山特別緑地保全地区（指定拡大）、綱島特別緑地保全地区（指定

拡大） 

・市民の森等 

 2020年度 0.004ha 綱島市民の森（指定拡大） 

 2021年度 0.02ha 熊野神社市民の森（指定拡大） 

・緑地保存地区 

 2019年度 0.2ha 大倉山六丁目、岸根町、小机町、師岡町 

 2020年度 1.2ha 小机町、篠原町 

 2022年度 2.0ha 岸根町、小机町、篠原町、綱島台、仲手原二丁目、大豆戸町、師岡町 

 2023年度 0.4ha 大倉山六丁目、小机町 

・源流の森保存地区 

 2019年度 0.1ha 新吉田町 

 2020年度 0.3ha 新羽町（2か所） 

 2022年度 0.1ha 新吉田町 

 2023年度 0.2ha 新羽町 

・その他 

 2021年度 0.5ha 熊野神社市民の森 

○市による買取り 

・特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区 

 2019年度 2地区 熊野神社特別緑地保全地区、小机城址特別緑地保全地区 

 2021年度 1地区 大倉山特別緑地保全地区 

 2023年度 1地区 小机城址特別緑地保全地区 

・市民の森等 

 2019年度 1地区 綱島市民の森 

・公園樹林部 

 2019年度 1地区 高田西公園 

○保全した樹林地の整備 20か所 

 2019年度 4か所 大曽根台特別緑地保全地区、綱島市民の森、綱島東二丁目緑地、大豆

戸緑地 

 2020年度 4か所 大倉山特別緑地保全地区、大曽根台特別緑地保全地区、小机城址市民

の森、綱島東二丁目緑地 

 2021年度 4か所 大倉山特別緑地保全地区、大曽根台特別緑地保全地区、日吉特別緑地

保全地区、熊野神社市民の森 

 2022年度 5か所 日吉特別緑地保全地区、熊野神社市民の森（4か所） 

 2023年度 3か所 大倉山特別緑地保全地区、小机城址市民の森（2か所） 

 



５ 各区の実績 

港北区 

 
横浜みどりアップ計画 ５か年（2019～2023年度）の事業・取組の評価・検証 ５-89 

森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

○森の維持管理 65か所 

・維持管理（樹林地） 

 2019年度 13か所 大倉山特別緑地保全地区、大曽根台特別緑地保全地区、日吉特別緑

地保全地区、熊野神社市民の森、小机城址市民の森、綱島市民の

森、大倉山二丁目緑地、篠原城址緑地、綱島東二丁目緑地、太尾緑

地、棒田谷緑地、大豆戸緑地、牢尻緑地 

 2020年度 13か所 大倉山特別緑地保全地区、大曽根台特別緑地保全地区、日吉特別緑

地保全地区、熊野神社市民の森、小机城址市民の森、綱島市民の

森、大倉山二丁目緑地、篠原城址緑地、綱島東二丁目緑地、太尾緑

地、棒田谷緑地、大豆戸緑地、牢尻緑地 

 2021年度 13か所 大倉山特別緑地保全地区、大曽根台特別緑地保全地区、日吉特別緑

地保全地区、熊野神社市民の森、小机城址市民の森、綱島市民の

森、大倉山二丁目緑地、篠原城址緑地、綱島東二丁目緑地、太尾緑

地、棒田谷緑地、大豆戸緑地、牢尻緑地 

 2022年度 13か所 大倉山特別緑地保全地区、大曽根台特別緑地保全地区、日吉特別緑

地保全地区、熊野神社市民の森、小机城址市民の森、綱島市民の

森、大倉山二丁目緑地、篠原城址緑地、綱島東二丁目緑地、太尾緑

地、棒田谷緑地、大豆戸緑地、牢尻緑地 

 2023年度 13か所 大倉山特別緑地保全地区、大曽根台特別緑地保全地区、日吉特別緑

地保全地区、熊野神社市民の森、小机城址市民の森、綱島市民の

森、大倉山二丁目緑地、篠原城址緑地、綱島東二丁目緑地、太尾緑

地、棒田谷緑地、大豆戸緑地、牢尻緑地 

 

指定した樹林地における維持管理の支援 

○維持管理の助成 74件 

 2019年度 11件 菊名五丁目、岸根町（2件）、小机町（2件）、下田町三丁目、綱島

台、錦が丘、新羽町、大豆戸町、師岡町 

 2020年度 14件 大倉山二丁目、岸根町（３件）、小机町、篠原町、新吉田町（４件）、

鳥山町、日吉本町六丁目、箕輪町三丁目（２件） 

 2021年度 14件 大倉山二丁目、菊名五丁目、小机町、新吉田町（８件）、新吉田東一

丁目、高田西三丁目、師岡町 

 2022年度 18件 岸根町（３件）、小机町（４件）、篠原町、下田町三丁目、新吉田町

（３件）、高田西三丁目、綱島台、錦が丘、新羽町（２件）、師岡町 

 2023年度 17件 大倉山二丁目、大倉山六丁目、鳥山町、岸根町（４件）、小机町（２

件）、新吉田町、高田西三丁目、綱島東二丁目、仲手原二丁目、日吉

本町六丁目、大豆戸町、箕輪町三丁目、師岡町 

 

 

 

 

 



５ 各区の実績 

  港北区 

 
横浜みどりアップ計画 ５か年（2019～2023年度）の事業・取組の評価・検証 ５-90 

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

 

水田の保全 

○水田保全面積 1.06ha 

 2019年度 1.05ha 小机町、新羽町、箕輪町三丁目 

 2020年度 1.05ha 小机町、新羽町、箕輪町三丁目 

 2021年度 1.05ha 小机町、新羽町、箕輪町三丁目 

 2022年度 1.05ha 小机町、新羽町、箕輪町三丁目 

 2023年度 1.06ha 小机町、新羽町、箕輪町三丁目 

 

特定農業用施設保全契約の締結 

○特定農業用施設保全契約の締結 3件 

 2019年度 1件 新羽町 

 2021年度 1件 小机町 

 2022年度 1件 新羽町 

 

農景観を良好に維持する活動の支援 

○まとまりのある農地を良好に維持する団体の活動への支援 

・集団農地維持 11.0ha 

 2019年度 10.9ha 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2020年度 11.0ha 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2021年度 11.0ha 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2022年度 11.0ha 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2023年度 11.0ha 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

・農地縁辺部への植栽 ５件 

 2019年度 1件 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2020年度 1件 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2021年度 1件 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2022年度 1件 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

 2023年度 1件 新羽大熊農業専用地区協議会（港北区・都筑区） 

○周辺環境に配慮した活動への支援 

・牧草等による環境対策 1.40ha 

 2020年度 0.32ha 新羽町（3か所） 

 2021年度 0.33ha 新羽町（2か所）、日吉本町六丁目 

 2022年度 0.10ha 新羽町 

 2023年度 0.65ha 小机町（２か所）、新羽町（２か所） 

・たい肥化設備等の支援 2件 

 2023年度 2件 新吉田東一丁目、新羽町 
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様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 

○様々なニーズに合わせた農園の開設 0.89ha 

・収穫体験農園 

 2019年度 0.03ha 新吉田町 

 2020年度 0.11ha 新吉田町（2件） 

 2022年度 0.14ha 高田町 

 2023年度 0.04ha 新羽町 

・市民農園 

 2019年度 0.17ha 高田町、樽町三丁目 

 2020年度 0.16ha 高田町、高田東三丁目 

 2022年度 0.08ha 高田東三丁目 

 2023年度 0.16ha 樽町一丁目、綱島東二丁目 

 

地産地消にふれる機会の拡大 

○直売所・青空市等の支援 15件 

・直売所・加工所 

 2020年度 5件 大倉山三丁目、新吉田町、新吉田東八丁目、新羽町（２件） 

 2022年度 1件 新吉田東三丁目 

 2023年度 1件 北新横浜一丁目 

・青空市・マルシェ等 

 2019年度 1件 JA小机農産物直売所 

 2020年度 1件 JA小机農産物直売所 

 2021年度 1件 JA 小机農産物直売所 

 2022年度 2件 日吉朝市の会、港北支店 朝市 

 2023年度 3件 JA 小机農産物直売所、港北支店 朝市、日吉朝市の会 

 

 

計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

 

公共施設・公有地での緑の創出・育成 

○緑の創出 2か所 

 2020年度 1か所 菊名コミュニティハウス 

 2021年度 1か所 港北区庁舎 

○緑の維持管理 8か所 

 2019年度 2か所 港北区庁舎、港北土木事務所 

 2020年度 2か所 港北区庁舎、港北土木事務所 

 2021年度 1か所 港北土木事務所 

 2022年度 2か所 港北区庁舎、港北土木事務所 

 2023年度 1か所 港北土木事務所 
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街路樹による良好な景観の創出・育成 

○空き桝の補植  

 2019年度  低木 450本 

 2020年度  高木 3本、低木 50本 

 2021年度  低木 735本 

○良好な維持管理  

 2019年度  環状２号線（鳥山町～大豆戸町）、環状２号線（大豆戸町～師岡町）

ほか 計752本 

 2020年度  環状２号線（師岡町～鳥山町）、宮内新横浜線ほか 計796本 

 2021年度  太尾新道、早渕川左岸（高田西）ほか 計992本 

 2022年度 環状2号線（大豆戸町～師岡町）、宮内新横浜線ほか 計492本 

 2023年度 環状2号線（大豆戸町～師岡町）、環状2号線（新横浜～菊名）ほか 

計910本 

 

建築物緑化保全契約の締結 

○建築物緑化保全契約の締結 ４件 

 2019年度 2件 大曽根一丁目、日吉本町一丁目 

 2022年度 2件 綱島上町、綱島台 

 

名木古木の保存 

○名木古木の保存 

・維持管理の助成 

 2020年度 8本 小机町（2本）、樽町四丁目、鳥山町（3本）、箕輪町一丁目（2本） 

 2021年度 7本 小机町、篠原町、下田町三丁目、高田町（2本）、鳥山町、箕輪町三

丁目 

 2022年度 2本 篠原町、綱島台 

 2023年度 4本 大倉山二丁目、篠原町（3本） 

 

地域緑のまちづくり 

○地域緑のまちづくり事業に関する協定の締結 2地区 

・新規 

 2019年度 1地区 綱島西地区 

 2020年度 1地区 日吉地区 

・継続 

 2019年度 2地区 大倉山地区、新横浜二丁目地区 

 2020年度 3地区 大倉山地区、新横浜二丁目地区、綱島西地区 

 2021年度 2地区 綱島西地区、日吉地区 

 2022年度 2地区 綱島西地区、日吉地区 

 2023年度 1地区 日吉地区 
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地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

○緑や花を身近に感じる各区の取組 

 2019年度  オープンガーデンの開催支援（新型コロナウイルス感染症の影響でイベン

ト中止）、大倉山観梅会 

 2020年度  オープンガーデンの開催支援、花と木のウォーキングマップ制作 

 2021年度  オープンガーデンの開催支援 

 2022年度  オープンガーデンの開催支援、花と木のウォーキングマップ制作、大倉山

観梅会 

 2023年度 オープンガーデンの開催支援、花と木のウォーキングツアー開催、大倉山

観梅会 

○地域の花いっぱいにつながる取組 

 2019年度  花の種の配布、花苗などの配布（新吉田第一公園ほか 8か所） 

 2020年度  球根などの配布（市ノ坪公園ほか 81か所） 

 2021年度  花壇づくり講習会（太尾堤緑道）、球根などの配布（市ノ坪公園ほか 78か

所） 

 2022年度  球根などの配布（大曽根第三公園ほか 80か所） 

 2023年度 花壇づくり講習会（大倉山公園）、球根などの配布（市ノ坪公園ほか 72か

所） 

 

人生記念樹の配布 

○人生記念樹の配布 2,598本 

 2019年度 454本  

 2020年度 531本  

 2021年度 539本  

 2022年度 565本  

 2023年度 509本  

 

保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

○緑の創出 14か所 

 2019年度 2か所 港北保育園、大豆戸小学校 

 2020年度 2か所 高田東小学校、樽町中学校 

 2021年度 2か所 港北保育園、大豆戸小学校 

 2022年度 4か所 菊名保育園、港北保育園、小机幼稚園、南日吉保育園 

 2023年度 4か所 南日吉保育園、下田小学校、高田小学校、日吉台小学校 

○緑の維持管理 9か所 

 2019年度 3か所 港北保育園、第二尚花愛児園、高田東小学校 

 2020年度 1か所 高田東小学校 

 2021年度 1か所 南日吉保育園 

 2022年度 2か所 港北保育園、太尾小学校 

 2023年度 2か所 港北保育園、南日吉保育園 

※過年度の報告書から本数を修正しました。 
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都心臨海部等の緑花による魅力ある空間づくり 

○緑花による空間づくりと維持管理 5か所 

 2019年度 1か所 新横浜駅周辺 

 2020年度 1か所 新横浜駅周辺 

 2021年度 1か所 新横浜駅周辺 

 2022年度 1か所 新横浜駅周辺 

 2023年度 1か所 新横浜駅周辺 
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樹林地の維持管理の助成 

（鳥山町） 

緑地保全制度による新規指定 

緑地保存地区（小机町） 

都心臨海部等の緑花による魅力ある空

間づくり（新横浜駅周辺） 

保育園での緑の創出・育成 

（区内保育園） 

青空市・マルシェ等 

（港北支店 朝市） 

 

水田の保全 

（新羽町） 

 


